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要約
　ブルデューの差異の理論は、スト
レングス＆コンディショニング（S
＆C）専門職の外見が、その人の知識
やスキルについて導き出される前
提にどのように影響を及ぼしうる
かを探求するのに役立つ社会学理
論である。本稿では、身体のもつ外
見がしばしば知識や専門技術の指
標と解釈されることについて、ブル
デューの肉体的資本の概念を通し
て考察する。外見をコーチングおよ
びトレーニング能力と結び付ける
ことは、S＆Cの業界において、経
済的、社会的、および文化的に非常
に多くの影響を及ぼす。
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は、性別（22）、性的指向（6）、人種（7）、
および年齢（15）といった要素も、この
業界における雇用と昇進の判断に影響
を及ぼすことが明らかになっている。
すべてをここには挙げきれないが、他
にも多くの要素が意識的および無意識
的に、S＆Cの業界で評価される人材に
ついての判断に影響を及ぼすことが示
されている。したがって、教育と認定
資格が、S＆Cの業界で評価と成功を得
るために重要であることは間違いない
が、それらは個人の成功における唯一
の、または決定的な要素であるとは言
い難い。
　S＆C専門職の体格（プロポーショ
ン、身体組成、および筋の発達）が雇
用と昇進の機会に果たす役割は、発
展途上にある研究分野である（13,14–
16,22）。S＆Cの業界において体格が雇
用に果たす役割は、わずかな注目すべ
き例外を除いて、まだあまり探究され
ていない（14–20）。体格や外見に関す
る先行研究の多くは、過体重または肥
満のパーソナルトレーナーに焦点を
当てている（22,23,28）。これらの研究
は、過体重および肥満の被雇用者が、

序論
　ストレングス＆コンディショニン
グ（以下S＆C）の業界には、コーチ、ト
レーナー、およびその他のフィットネ
ス専門職として身を立てようとする者
が多く存在する。そしてこの業界では、
S＆C専門職が他の専門職を、その体格
のみを根拠に評価するのを耳にするこ
とが少なくない。これらのコメントを
聞くかぎり、S＆Cのコミュニティに
は、特定の体格がその他に比べて価値
が高いというバイアスが存在すると考
えられる。そこで本稿では、これらの
バイアスがS＆Cのコミュニティに及
ぼす影響を、社会学的アプローチを通
じて探求する。
　有能なフィットネス専門職として
キャリアを築く上で重要なのは、認定
資格と教育であると論じられているが

（5,21）、それ以外の多種多様な要素が
フィットネス専門職の成功に作用する
ことは明白である。例えば、カンファ
レンスやインターンシップ、個人的紹
介を通じた人脈づくりは、コーチ（7）
やその他のフィットネス専門職の雇用
と昇進に重要な役割を果たす。さらに
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体格を理由に異なる目で見られ、異な
る扱いを受けることを示した、他の業
界における研究を補足するものである

（1,4,26）。研究では、過体重や肥満の人
は概して知的に劣るとみなされ（27）、
居住条件（26）から雇用と昇進の判断

（1）に至るまで、多くの面で頻繁に差別
を受けることが示されている。反対に、
筋肉質で引き締まった体格の人は、そ
の教育レベルやスキルにかかわらず、
身体的および医学的な健康の専門家と
みなされる（14,20,22）。この研究分野で
は、パフォーマンスの向上と健康リス
クの軽減に取り組む業界において、体
格が雇用、評価、および昇進の慣行に
果たす役割についての検証が始まった
ばかりである。
　社会理論を応用することで、S＆C
の業界にみられる体格に基づくバイア
スについての理解が深まる可能性があ
る。Mills＆Gearity（25）は近年の研究
において、「社会学的分析を通じ、これ
まで探究されなかった前提、提示され
なかった問い、目を向けられなかった
問題を幅広く明らかにすることで、S
＆Cの業界は前進する可能性がある」と
論じている。実際、彼らを中心とした
研究者たちによるフーコー的な社会学
的分析は、S＆Cのコーチングに重要な
知見をもたらしている（8,9,11,24）。本
稿では、また別の社会理論の応用例と
して、ピエール・ブルデューの理論を基
に、S＆C専門職の体格がS＆Cの業界
においてどのように解釈され、理解さ
れるか、また、その解釈が実世界にど
のような影響を及ぼすかを探求する。
ブルデューの理論的枠組みは、個人の
外見がなぜ、どのようにして、その人
のS＆Cのスキルと知識の指標である
と誤って認識されうるのか、さらには、
その外見がどのように経済的および社
会的利益を生み出す（または制限する）

ことに繋がるのかを探求するものであ
り、その点で特に有用である。本稿で
は、ブルデューの差異の理論を用いて、
外見がS＆C専門職のキャリアに影響
を及ぼすことについて批評的な考察を
試みる。

ブルデューの差異の理論
　体格がS＆C専門職の人生に果たす
役割について理解するためのカギとな
る社会理論が、ピエール・ブルデュー
の差異の理論である（3）。ブルデュー
は、個人の占める社会的地位が、その
人の得られる資源（資本）を大きく左右
すると論じている。人間の趣味や習慣

（ハビトゥス）は、人生経験と、その人
が属する社会階級の資源とが組み合わ
さって育まれる。食物や衣服、好きな
身体活動の種類に至るまで、あらゆる
ものに対する個人の嗜好は、その人が
占める社会的および経済的位置づけに
端を発すると、ブルデューは主張する。
それらの趣味や習慣から、人間は特定
の種類の生活様式（ヘクシス）に親しむ
ようになる。要するに、人間は、自ら
の占める社会的地位や経済的階級に基
づいて、趣味、習慣、および個人の世
界観を育むわけである。そして自らの
ハビトゥスとヘクシスに基づく個人的
な選択を通して、人間は他者との（文
化的、経済的、および社会的その他の）
差異（卓越化）を示す。例えば、裕福な
家庭に育った人は、ヨットを趣味とし、
ヨットクラブに所属することによっ
て、自分たちより経済的階級が低く、
ヨットの趣味を育まなかった人々との
差異を示すことになる。このように、
個人の趣味や習慣を通して、我々は意
識的および無意識的に、社会階級や地
域性その他、生活の多くの側面におけ
る自分たちの差異を示している。また
そのために、我々は他者に関しても、

その人の習慣や生活様式とみえるもの
に基づいて様々な前提を導き出す。ブ
ルデューの元の理論は、多くの研究者
や学者によって発展を遂げ、その理論
的枠組み（社会的相互作用を理解する
方法）は、社会学とカルチュラル・スタ
ディーズの分野に多大な影響力を有し
ている。
　ブルデューによる多様な種類の資源
と、それらの相互作用についての理解
は、S＆C専門職の一見すると無害で
裏表のない実践が、隠れたバイアスの
影響を受け、歪められている可能性を
認識するのに不可欠である。加えて、
ブルデューの理論は、人々が社会的、
文化的に育んだ各自の趣味、習慣、お
よび生活様式に基づいて選択や判断を
行なう際に、これらのバイアスや前提
がどのように作用するかについての知
見をもたらす。差異の理論では、資源
が 4 つの形式に分類され、それぞれ経
済資本、社会関係資本、文化資本、お
よび身体資本と呼ばれる。このうち経
済資本は、伝統的に資源と考えられて
きたもの、すなわち時間と金銭を指す。
社会関係資本は、親族や友人知人との
繋がりを指し、これは家庭、教育、交友、
および雇用といった経路を通じて育ま
れる。文化資本は、知識や共通の価値
観を指す。そして最後の身体資本は、
身体が肉体労働やスポーツを通じて資
源として機能しうることを指す（2,3）。
これらの資本は通貨と同じく、いず
れも他の資本との交換が可能である。
例えば、ある人がお金（経済資本）を
払って、パワーリフティングのワーク
ショップ（文化資本）に参加するといっ
たようにである。そしてワークショッ
プへの参加は、他のコーチとのコネク
ション（社会関係資本）をもたらし、そ
れが新たな雇用機会（経済資本）への道
を開く可能性がある。多様なバックグ
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ラウンドを有する人々は、それぞれア
クセスできる資本の形式やレベルが異
なるため、ブルデューの理論は、異な
る集団間における資源の多層化を説明
するのに役立つ。
　とはいえ、ある資本の値打ちは、そ
の資本の相対的価値に全面的に依存し
ている。特定の形式の資本が、ある空
間では有益でも、別の空間では不利益
ということもある。ブルデューは、資
本が用いられる空間のことを「場」と呼
んでおり、またこれらの場は常に変化
している（3）。需要と供給からなる経
済と同じく、特定の資源の価値は、（特
定の場にいる）人々がその資源に価値
を認めるかどうかで変化する。例えば、
パワーリフティングのコーチは、走り
高跳び選手をトレーニングするのに必
要なスキル（文化資本）には熟練してい
るかもしれないが、その同じスキルは、
ボディビル選手の指導に有益とはみな
されない可能性がある。同様に、シカ
ゴで多くのクライアントを紹介されて
いるパーソナルトレーナーも（社会関
係資本）、ロサンゼルスに拠点を移せ
ば、それほど多くのクライアントを集
める人脈がないかもしれない。このよ
うに、特定の資本の価値は、常にその
資本が用いられる場所（場）によって決
まるのである（表）。
　ブルデューの差異の理論は、様々な
形で応用することが可能であるが、本

者の関係に一貫性はなく、互いに直接
関連しているわけでもない。ある人の
身体が他者に見られるとき、特にその
人がS＆Cの業界で働いている場合に
は、その能力や教育レベルに関する前
提が、その人の体格のみを根拠に導き
出される（14,15）。しかし、体格とトレー
ニング能力の間に、固有の関連性があ
るとの前提をもつべきではない。過体
重および肥満の人の事例と同じく、個
人の肉体的な外見は、その人の能力や
適性、教育レベルに関して特定の見方
を提示する。ブルデューの観点からみ
ると、S＆Cという場において、特定の
体格はそれ以外の体格と比べて、より
高い社会的、文化的、および経済的価
値を有するのである。肉体的資本は、
身体が何をできるかを示す裏付けとも
なりうるが、だからといって、肉体的
資本とS＆Cの業界における能力との
間に直接の因果関係は存在しないので
ある。ブルデューの理論的枠組みをS
＆Cの業界、特にS＆C専門職の肉体的
資本に応用することで、業界に広く存
在するバイアスや前提のいくつかを発
見し、検証し、その対応に取り組み、ま
た、そのようなバイアスがもたらしう
る結果のいくつかについて考察するこ
とが可能となる。

肉体的資本とストレングス＆
コンディショニング専門職
　S＆C専門職は、クライアントを理解
し、評価するための手段として、身体
の形状、機能、および組成を分析して
審査することを推奨される。またS＆C
専門職の多くは、もてる知識を自らの
身体にも応用し、それが高い肉体的資
本と身体資本を生み出す。そのため、
特にS＆Cという場においては、肉体的
資本と身体資本を結び付ける傾向がみ
られる。S＆Cの業界における肉体的資

稿では身体資本、なかでも肉体的資本
と呼ばれる、身体資本の構成要素に焦
点を当てる（14,29）。身体資本は、身体
に結び付いた資源であり、2 つの相互
に繋がりのある要素からなる。身体資
本の第 1 の要素は、身体が何をできる
かである。S＆C専門職は、クライアン
トを指導し、トレーニングを通じてこ
の形式の身体資本を向上させる直接的
な経験を有している（10,15）。アスリー
トのように高い身体資本を有する人
は、自分の身体を使い、例えば大学奨
学金、プロスポーツ契約、および広告
契約などの形で経済資本を高める。そ
して身体資本の第 2 の要素は、肉体的
資本と呼ばれ（14）、こちらは身体がど
のように見えるかにより重点が置かれ
る。S＆C専門職の中には、例えば映画
の役のために、特定の体脂肪率や筋肉
質な身体を得ようとしている俳優な
ど、肉体的資本の向上を目標とするク
ライアントを指導する者もいるだろ
う。俳優のように高い肉体的資本を有
する人々は、自身の身体の外見を、経
済資本を高める手段として用いる。身
体資本と肉体的資本は、似たような資
源かもしれないが、それぞれの用いら
れ方や、達成しようとする目標は大幅
に異なる。
　伝統的な身体資本（身体が何をでき
るか）と肉体的資本（身体がどう見える
か）の間には重複する部分もあるが、両

表　資本の諸形式
資本の種類 定義 例
経済資本 経済的資源と時間 金銭や休暇

社会関係資本 人脈 友人、同僚、メンター、親族

文化資本 教育と価値観
大学の学位、所属教会、
スポーツファン

身体資本 身体のパフォーマンスおよび外見 競技能力、身体組成、筋肉質な身体

肉体的資本
身体資本の構成要素で、
主に身体の外見からなる

身体組成、筋肉質な身体、
身体的な魅力

特定の資本の価値は、その資本が用いられる場によって変わる。
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本についての先行研究から、両者の相
互作用の概要をいくつか抜き出して批
評的に分析することで、肉体的資本が
経済および社会関係に果たす役割が明
確になる。
　第 1 の相互作用は、クライアントが
トレーナーまたはコーチを雇う場合で
ある。クライアントは業界の人間でな
いことが多いため、あるS＆C専門職が
他より優れている点について判断する
情報に乏しい。Carter（5）はこれにつ
いて、「一般の人々には、ある認定資格
が他と比べてどのように重要なのか判
断がつかない」と論じている。クライア
ントの中には、口コミ（社会関係資本）
を通じてS＆C専門職を見つける人も
いるかもしれないが、近年の定性的研
究は、クライアントが雇用するパーソ
ナルトレーナーを選ぶ際、体力がどの
程度あるように見えるか（肉体的資本）
が重要な役割を果たすことを強調して
いる（12,14,15,18）。一般人は、S＆C関
連の認定資格の種類に明るくないこと
から（5,21）、S＆C専門職の実際の身体
が、トレーナーとしての能力、知識、ス
キルを示す指標となる。
　第 2 の相互作用は、経営者がトレー
ナーまたはコーチを雇用する場合であ
る。経営者は概して業界についてより
多くの知識を有しているが、営利目的
のクラブやフィットネス施設における
経営者の責務は、収益を上げることで
ある（18）。彼らは一般人がトレーナー
とコーチの区別がつかないことをよく
知っているため、より高い肉体的資本
をもつ人材を雇用する可能性が高い。
Melton（23）は、営利を追求する経営者
の場合、トレーナーを雇用する際には

「より魅力的な身体を有するほど、より
多くのクライアントがそのトレーナー
とトレーニングをしたがる」と考える
ことを明らかにしている。長期的なト

レーニング関係においては、トレーニ
ングの能力がより重要な要素となる
が、トレーナーを雇用する最初の判断
は、必ずしも取得している資格ではな
く、その人の肉体的資本に基づいて下
される（14）。したがって、肉体的資本
を基に雇用の判断を下しているのは
クライアントだけではなく、経営者に
とっても、体格は重要な判断材料なの
である。
　上記のような研究は、S＆C専門職に
いくつか重大な結果をもたらす。これ
ら 2 つの相互作用が組み合わさると、特
定の種類の肉体的資本をもたない人に
は、潜在的に大きな雇用の障壁となる。
　これらの研究は、パーソナルトレー
ニングの場における肉体的資本と経済
資本の関連を示しているが、S＆Cと
いうより広い場における肉体的資本の
影響は明らかになっていない。しかし、
他のS＆C関係者との対話から、実際の
コーチング能力、知識、またはスキル
に関係なく、各種競技のコーチングに
おいて、特定の体型がより評価され、
適切とみなされている印象を確かに受
ける。例えば、マラソン選手がアメリ
カンフットボールのコーチに選ばれる
ことはないだろう。筋肉質な身体に見
えず、したがって、S＆Cの知識を伝え
る肉体的資本を示していないためであ
る。しかし反対に、同じ人物がサッカー
コーチに応募すれば、より筋肉質な応
募者に比べて有利になると考えられ
る。肉体的資本を知識やパフォーマン
ス能力と結び付ける、これらの一見自
然な前提は、S＆Cのコミュニティにお
ける潜在的バイアスの存在を浮かび上
がらせる。さらなる研究を通じて、S
＆Cの場におけるバイアスに肉体的資
本が及ぼしている影響の範囲と大きさ
を明らかにする必要がある。
　さらに、S＆C専門職が有している

バイアスは、一般人のバイアスを強化
し、再生産する方向に働く。S＆C専門
職は、自分たちが多くの場合、S＆Cを
これから学ぼうとする一般人にとって
最初の接点であることを認識しなくて
はならない。Maguire（20）は文化の媒
介者という用語を用いて、S＆C専門職
がクライアントにとっての教育者の役
割を果たすことを説明している。また
S＆C専門職は、クライアントの肉体的
資本を高めるために雇用されることも
多い（30）。それはすなわち、S＆C専門
職が肉体的資本に関して何らかのバイ
アスを有していた場合、そのバイアス
がクライアントに伝わり、また間接的
に、そのクライアントが交流している
人々にも伝わることを意味している。
この場合、S＆C専門職の肉体的資本
に関するバイアスは、他のS＆C専門職
の肉体的資本がもつ交換価値に影響を
及ぼし、業界に変化をもたらすことで、
潜在的には業界の雇用と昇進の判断を
も左右する。社会的および文化的バイ
アスは常に引き継がれており、これま
で何世代にもわたって引き継がれてき
たことを考えると、我々が当然とみな
している様々な前提にも、他の社会的
な力が作用している可能性を省察する
ことが重要である。したがってS＆C専
門職は、能力や専門知識の指標として
の肉体的資本を自身がどのように解釈
しているか、一歩下がって問い直し、
自身がバイアスを有している可能性を
批評的に考察する必要がある。

結論
　差異の社会理論、なかでも肉体的資
本の概念は、S＆Cの職務に社会的、文
化的な力が作用する複雑さについて
我々が深く考察するための、ひとつの
きっかけにすぎない。S＆Cは非常に
裏表の少ない仕事と思われがちである
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が、現実には、様々な社会的および文
化的な力の影響を強く受けており、そ
の多くが、S＆C専門職の努力と業界
全体の発展を損なっている可能性があ
る。このような理論の応用は、専門職
や研究者に対して、これまで当然とみ
なしてきたような事柄について批評的
に考察することを促し、それによって
多くの新しい、これまで考察されるこ
とのなかった問いを、今後の定性的お
よび定量的研究にもたらす。このよう
な社会的、文化的な理論化を通じて、
アスリート、クライアント、および専
門職のモチベーションや認識に対する
我々の理解にさらなる不足が発見され
る可能性がある。これらの不足の解消
に取り組むことで、我々はより効果的
なテクニックとリソースを開発し、S
＆C専門職の努力の質を向上させる機
会を得られる。
　肉体的資本の知識をS＆Cの仕事に
役立てるひとつの方法は、S＆C専門職
が体格から相手の目を逸らす効果的な
方法について議論することである。例
えば、新しいクライアントに専門職の
スキルを大いに強調することで、肉体
的資本に対する最初の評価を克服する
といった方法である。その他、肉体的
資本を意識することは、S＆C専門職が
自身を「それらしく」見せるために、服
装によって体格を強調したり隠したり
する判断にも役立つ。反対に、体格（肉
体的資本）より専門知識（文化資本）を
強調する方法として、専門知識（全米ス
トレングス＆コンディショニング協会

［NSCA］の会員であることなど）を示
す服装を選ぶこともできる。S＆C専門
職の日常的な交流に肉体的資本が果た
す役割を意識することで、自己表現の
実践に関して、より情報に基づいた判
断を下すことが可能となる。
　肉体的資本がS＆Cの業界に果たす

役割については、さらなる研究が必要
である。特に、肉体的資本がS＆Cの各
分野にどのような要素として作用する
のかを研究し、それを基に新しい教育
および情報プログラムを作成する必要
がある。それらのプログラムは、肉体
的資本が業界で成功を収める上での障
壁または促進剤として果たす役割につ
いての意識を高めるだけでなく、専門
職を目指す人々に、自身のスキルや資
格を目立たせる自己表現のテクニック
を提案するものでなくてはならない。
NSCAなどの資格認定団体は、S＆C専
門職の知識やスキルを明確に表すいく
つかの資格を設けており、また、他に
も新たなアプローチを取り入れること
で、フィットネス専門職（写真）のキャ
リア向上を促進する効果が期待され
る。◆
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